
①資産の減価償却に係る有形固定資産減価償却率が
前年度対比2.53ポイント増加している要因は、減価
償却が進んだためである。類似団体と比較して比率
が高く、老朽化が進んでいる状態といえる。継続的
に適正な維持管理を行っていくことに加え、耐用年
数に達した施設や設備について、計画的な更新が必
要である。

2. 老朽化の状況

全体総括

今後、人口減少に伴い料金収入の減少が見込まれる
ことから、さらなる経費等の削減に努める。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

507 0.15 3,380.00 【】 令和5年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率が前年度対比で11.75ポイント増加
した要因は、他会計補助金の増加によるものであ
る。
②累積欠損金比率が前年度対比で46.70ポイント増
加した要因は、一般会計繰入金を現金ベースで算定
しており、現金支出を伴わない減価償却費相当額の
一部が繰入金で手当てされないためである。
③流動比率が前年度対比14.96ポイント増加してい
る要因は、減価償却費や修繕費の増加により一般会
計繰入金が増加したことにより、流動資産（現金及
び預金）が増加したためである。
④企業債残高対事業規模比率が前年度対比1.72ポイ
ント減少した要因は、企業債残高が減少したためで
ある。
⑤経費回収率が前年度対比で0.51ポイント増加した
要因は、下水道使用料が減少したものの、減価償却
費の減少額の方が大きかったためである。
⑥汚水処理原価が前年度対比6.63円減少している要
因は、汚水処理費（公費負担分を除く）が減少した
ためである。
⑦施設利用率が前年度対比1.56ポイント減少した要
因は、晴天時一日平均処理水量が減少したためであ
る。
⑧水洗化率が前年度対比で2.32ポイント増加した要
因は、主に浄化槽の新規設置により、水洗便所設置
済人口が増加したためである。

資金不足比率(％)

- 14.44 2.01 100.00 3,223

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

25,524

処理区域内人口(人)

429.29 59.46 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 個別排水処理 L2 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
岡山県　美作市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【96.59】 【208.93】 【136.43】 【967.97】

【82.56】【46.29】【332.82】【46.20】

【39.62】 【-】 【-】



経営比較分析表（令和5年度決算）
岡山県　美作市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

429.29 59.46 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Cd1 非設置

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

25,524

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

8,573 4.72 1,816.31 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率が前年度対比で1.56ポイント増加し
た要因は、主に処理場維持管理費が減少したためで
ある。
②累積欠損金比率が前年度対比で4.35ポイント増加
した要因は、一般会計繰入金を現金ベースで算定し
ており、現金支出を伴わない減価償却費相当額の一
部が繰入金で手当てされないためである。
③流動比率が前年度対比で5.19ポイント増加した要
因は、国庫補助金充当建設改良費の支払いが年度を
またぎ、補助金の資金手当てが先行したことで決算
時の流動資産（現金）が増加したこと及び企業債残
高が減少したためである。
④企業債残高対事業規模比率が前年度対比21.79ポ
イント減少した要因は、面整備が終了し企業債償還
が進んでいるためである。
⑤経費回収率が前年度対比で6.09ポイント増加した
要因は、処理場維持管理費などの汚水処理費（公費
負担分を除く）が減少したためである。
⑥汚水処理原価が前年度対比16.04円減少した要因
は、汚水処理費（公費負担分を除く）が減少したた
めである。
⑦施設利用率が前年度対比で2.51ポイント増加した
要因は、晴天時一日平均処理水量が増加したためで
ある。
⑧水洗化率が前年度対比で0.57ポイント増加した要
因は、処理区内人口は減少したものの、新規水洗化
による水洗便所設置済み人口の増加があったためで
ある。

資金不足比率(％)

- 68.61 33.97 79.74 3,233

①資産の減価償却に係る有形固定資産減価償却率が
前年度対比で1.78ポイント増加している要因は、経
年により減価償却が進んだためである。類似団体と
比較して比率が高く、老朽化が進んでいる状態とい
える。継続的に適正な維持管理を行っていくことに
加え、耐用年数に達した施設や設備について、計画
的な更新が必要である。
②③管渠老朽化率が0％で推移している要因は、指
標となる管渠の経年化が法定耐用に達していないた
めである。現時点で法定耐用年数を超える管渠がな
いものの、将来耐用年数に達すれば管渠の更新が必
要となる。管渠更新には多額の経費を要することが
予想されるため、適正な維持管理を継続するととも
に、計画的に更新し事業費の平準化を図る必要があ
る。

2. 老朽化の状況

全体総括

人口減少、下水道職員の減少、施設の老朽化が進行
するなか、既存ストックをそのまま維持するのでは
なく、時代や環境の変化に対応した適正な施設規模
にすることが求められている。持続可能な下水道事
業を実現するため、近接するエリアを可能な限り統
合する広域化共同化を、引き続き計画的に実施して
いく。
また、限られた予算や人員の中で、効果的に施設管
理を行うためには、下水道施設全体を俯瞰し、施設
全体を対象とした中長期的な維持管理方針を定め、
事業費の削減・平準化を実現するため、ストックマ
ネジメント計画に基づき、更新財源を確保しながら
計画的な改築更新に取り組んでいく。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.91】 【3.03】 【78.43】 【630.82】

【95.91】【58.94】【138.75】【97.81】

【41.09】 【8.68】 【0.22】



経営比較分析表（令和5年度決算）
岡山県　美作市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

429.29 59.46 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 小規模集合排水処理 I2 非設置

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

25,524

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

49 0.02 2,450.00 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率が前年度対比で2.01ポイント増加し
た要因は、減価償却費が減少したためである。
②累積欠損金比率が前年度対比で254.07ポイント減
少した要因は、純利益が生じ、累積欠損金が減少し
たためである。
③流動比率が前年度対比4.10ポイント増加している
要因は、一般会計繰入金を財源として見込んでいた
修繕等の維持管理経費の執行が見込みを下回ったこ
とに伴い、流動資産（現金及び預金）が増加したた
めである。
④企業債残高対事業規模比率が前年度対比211.73ポ
イント減少した要因は、企業債償還が進み、企業債
残高が減少したためである。
⑤経費回収率が前年度対比で2.65ポイント増加した
要因は、使用料収入が増加したためである。
⑥汚水処理原価が前年度対比165.54円減少している
要因は、処理場修繕費が減少したことにより、汚水
処理費（公費負担除く）が減少したためである。
⑦施設利用率は前年度比増減なし。
⑧水洗化率が前年度対比で4.59ポイント増加した要
因は、処理区内人口が減少したが水洗便所設置済み
人口の増減がなかったためである。

資金不足比率(％)

- 50.55 0.19 100.00 3,223

①資産の減価償却に係る有形固定資産減価償却率が
前年度対比1.70ポイント増加している要因は、減価
償却が進んだためである。類似団体と比較して比率
が高く、老朽化が進んでいる状態といえる。継続的
に適正な維持管理を行っていくことに加え、耐用年
数に達した施設や設備について、計画的な更新が必
要である。
②③管渠老朽化率が0％で推移している要因は、指
標となる管渠の経年化が法定耐用年数に達していな
いためである。現時点で法定耐用年数を超える管渠
がないものの、将来耐用年数に達すれば管渠の更新
が必要となる。管渠更新には多額の経費を要するこ
とが予想されるため、適正な維持管理を継続すると
ともに、計画的に更新し事業費の平準化を図る必要
がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

人口減少、下水道職員の減少、施設の老朽化が進行
するなか、既存ストックをそのまま維持するのでは
なく、時代や環境の変化に対応した適正な施設規模
にすることが求められている。持続可能な下水道事
業を実現するため、近接するエリアを可能な限り統
合する広域化共同化を、引き続き計画的に実施して
いく。（小規模集合排水処理事業は広域化共同化完
了。）

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【109.13】 【631.67】 【91.66】 【1,321.62】

【89.81】【33.03】【538.24】【34.61】

【35.75】 【0.00】 【0.00】



①資産の減価償却に係る有形固定資産減価償却率が
前年度対比3.25ポイント増加している要因は、減価
償却が進んだためである。類似団体と比較して比率
が高く、老朽化が進んでいる状態といえる。継続的
に適正な維持管理を行っていくことに加え、耐用年
数に達した施設や設備について、計画的な更新が必
要である。

2. 老朽化の状況

全体総括

今後、人口減少に伴い料金収入の減少が見込まれる
ことから、さらなる経費等の削減に努める。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

302 0.08 3,775.00 【】 令和5年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率が前年度対比で9.34ポイント増加し
た要因は、他会計補助金充当による修繕等の維持管
理費の見込みを見直したことにより、他会計補助金
が増加したためである。
②累積欠損金比率は前年度対比増減なし。
③流動比率が前年度対比34.22ポイント増加してい
る要因は、一般会計繰入金を財源として見込んでい
た修繕等の維持管理経費の執行が見込みを下回った
ことに伴い、流動資産（現金及び預金）が増加した
ためである。
④企業債残高対事業規模比率が前年度対比9.96ポイ
ント減少した要因は、企業債償還が進んでいるため
である。
⑤経費回収率が前年度対比で0.54ポイント増加して
いる要因は、主に下水道使用料が増加したためであ
る。
⑥汚水処理原価が前年度対比5.74円減少している要
因は、主に年間有収水量が増加したためである。
⑦施設利用率が前年度対比1.06ポイント増加してい
る要因は、晴天時一日平均処理水量が増加したため
である。
⑧水洗化率が前年度対比で0.51ポイント増加した要
因は、区域人口及び水洗便所設置済み人口がともに
減少した結果である。

資金不足比率(％)

- 42.06 1.20 100.00 3,223

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

25,524

処理区域内人口(人)

429.29 59.46 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K2 非設置

経営比較分析表（令和5年度決算）
岡山県　美作市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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①経常収支比率(％)
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当該値 150.36 145.86 141.62 136.07 126.11
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【96.62】 【111.69】 【111.29】 【349.83】

【85.31】【54.61】【307.86】【53.65】

【25.25】 【-】 【-】



経営比較分析表（令和5年度決算）
岡山県　美作市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

429.29 59.46 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

25,524

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

13,231 7.94 1,666.37 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率が前年度対比で0.13ポイント増加し
た要因は、主に減価償却費が減少した結果である。
②累積欠損金比率が前年度対比で37.24ポイント増
加した要因は、一般会計繰入金を現金ベースで算定
しており、現金支出を伴わない減価償却費相当額の
一部が繰入金で手当てされないためである。
③流動比率が前年度対比0.75ポイント増加している
要因は、建設改良事業が比較的早期に完了し、未払
い金が前年度と比べ減少したことにより、流動負債
が減少したためである。
④企業債残高対事業規模比率が前年度対比31.49ポ
イント減少した要因は、面整備が終了し、企業債償
還が進んでいるためである。
⑤経費回収率が前年度対比で3.89ポイント増加した
要因は、下水道使用料は減少したものの、処理場修
繕費が減少したことにより、汚水処理費（公費負担
分を除く）が減少したためである。
⑥汚水処理原価が前年度対比16.39円減少している
要因は、処理場維持管理費などが減少したことによ
り、汚水処理費（公費負担分を除く）が減少したた
めである。
⑦施設利用率が前年度対比で4.25ポイント減少した
要因は、晴天時一日平均処理水量が減少したためで
ある。
⑧水洗化率が前年度対比で0.75ポイント増加した要
因は、処理区域内人口が減少したものの、新たな水
洗化により、水洗便所設置済人口の増加要因があっ
たためである。

資金不足比率(％)

- 71.09 52.43 96.69 3,223

①資産の減価償却に係る有形固定資産減価償却率が
前年度対比1.62ポイント増加している要因は、減価
償却が進んだためである。類似団体と比較して比率
が高く、老朽化が進んでいる状態といえる。継続的
に適正な維持管理を行っていくことに加え、耐用年
数に達した施設や設備について、計画的な更新が必
要である。
②③管渠老朽化率が0％で推移している要因は、指
標となる管渠の経年化が法定耐用年数に達していな
いためである。現時点で法定耐用年数を超える管渠
がないものの、将来耐用年数に達すれば管渠の更新
が必要となる。管渠更新には多額の経費を要するこ
とが予想されるため、適正な維持管理を継続すると
ともに、計画的に更新し事業費の平準化を図る必要
がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

人口減少、下水道職員の減少、施設の老朽化が進行
するなか、既存ストックをそのまま維持するのでは
なく、時代や環境の変化に対応した適正な施設規模
にすることが求められている。持続可能な下水道事
業を実現するため、近接するエリアを可能な限り統
合する広域化共同化を、引き続き計画的に実施して
いく。
また、限られた予算や人員の中で、効果的に施設管
理を行うためには、下水道施設全体を俯瞰し、施設
全体を対象とした中長期的な維持管理方針を定め、
事業費の削減・平準化を実現するため、ストックマ
ネジメント計画に基づき、更新財源を確保しながら
計画的な改築更新に取り組んでいく。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.09】 【65.73】 【48.91】 【1,156.82】

【86.21】【43.28】【215.73】【75.33】

【29.62】 【0.09】 【0.11】



経営比較分析表（令和5年度決算）
岡山県　美作市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

429.29 59.46 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

25,524

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

2,354 2.54 926.77 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率が前年度対比で0.36ポイント減少し
た要因は、主に維持管理費が増加したためである。
②累積欠損金比率が前年度対比で81.92ポイント増
加した要因は、一般会計繰入金を現金ベースで算定
しており、現金支出を伴わない減価償却費相当額の
一部が繰入金で手当てされないためである。
③流動比率が前年度対比9.15ポイント増加している
要因は、企業債償還満了により次年度企業債償還額
が前年度に比べ減少したことにより流動負債が減少
したためである。
④企業債残高対事業規模比率が前年度対比54.37ポ
イント減少した要因は、面整備が終了し企業債償還
が進んでいるためである。
⑤経費回収率が前年度対比で0.46ポイント減少した
要因は、管渠維持管理費など汚水処理費（公費負担
分を除く）が増加したためである。
⑥汚水処理原価が前年度対比11.61円増加している
要因は、年間有収水量が減少したためである。
⑦施設利用率が前年度対比で0.39ポイント増加した
要因は、晴天時一日平均処理水量が増加したためで
ある。
⑧水洗化率が前年度対比で0.12ポイント減少した要
因は、処理区内人口減少により、水洗便所設置済人
口が減少したためである。

資金不足比率(％)

- 81.08 9.33 100.49 3,223

①資産の減価償却に係る有形固定資産減価償却率が
前年度対比1.62ポイント増加している要因は、減価
償却が進んだためである。類似団体と比較して比率
が高く、老朽化が進んでいる状態といえる。継続的
に適正な維持管理を行っていくことに加え、耐用年
数に達した施設や設備について、計画的な更新が必
要である。
②③管渠老朽化率が0％で推移している要因は、指
標となる管渠の経年化が法定耐用年数に達していな
いためである。現時点で法定耐用年数を超える管渠
がないものの、将来耐用年数に達すれば管渠の更新
が必要となる。管渠更新には多額の経費を要するこ
とが予想されるため、適正な維持管理を継続すると
ともに、計画的に更新し事業費の平準化を図る必要
がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

人口減少、下水道職員の減少、施設の老朽化が進行
するなか、既存ストックをそのまま維持するのでは
なく、時代や環境の変化に対応した適正な施設規模
にすることが求められている。持続可能な下水道事
業を実現するため、近接するエリアを可能な限り統
合する広域化共同化を、引き続き計画的に実施して
いく。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.44】 【124.06】 【42.02】 【785.10】

【87.54】【49.87】【271.15】【56.93】

【28.42】 【0.08】 【0.02】


